平成２６年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

含むべき内容
○不適切な支援を行う職員と職員集団に対する介入や指導方法
演習のねらい
○事例演習を通じて、不適切な支援を行う職員と職員集団に対する介入や指導方法を理解する。
○職員ひとり一人の気づきや自覚を促すための、職場内や組織横断的に実施できる事例検討法を理解する。
○職員が主体となって研修を行うことにより、事業所内での虐待防止に主体性をもって取組むことができるようにする。
演習内容とポイント（９０分）
	演習内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分

	演習の説明
	事例検討の方法と効果
	ＰＰＴ

事例検討の説明書
（イ演習２－①）
	２０分

	事例の説明


	職場内の事例検討に用いる事例の説明


	事例４題

（イ演習２－②）
	１０分

	事例検討
	個人ワーク


	事例検討シート

（イ演習２－③）
	４０分

	
	グループワーク
	事例検討シート

（イ演習２－④）
	

	結果発表
	各グループの検討結果を発表し、プロジェクターで表示する。
	パソコン
プロジェクター
	１０分

	まとめ
	
	記入例
（イ演習２－⑤）
	１０分


演習にあたっての留意事項
参考文献
3日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修　





イ・演習2　指導が必要な職員と職員集団に対する


介入や指導方法 ～管理者編～　
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